
概
評
の
后
、
普
く
衆
諸
の
縦
覧
に
供
し
、
午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
に
至

る

ま
で
數
百
名
を
算
せ
り
。

式
後
、
別
室
に
於

て
講
師
の
慰
勞
茶
話
會
を
開
き
、
數

番
の
餘
興
及
會
員

の
隠
藝
等
あ
り
、
殊

に
當
時
市
内
に
於

て
興
行
中
の
新
俳
優
義
正
團
員

の

劒
舞
の
如
き
、
世
界
の
動
物
園
の
如
き
は
最

も
喝
采
を
拍
し
た
り
。
午
後

六
時

よ
り
は
、
有
志
會
合
し
て
、
市
下
城
山
館
櫻

上
に
丸
山
、
河
合
両
講

師

の
慰
勞

會
を
開
き
、
午
後
十
時
歓

を
盡
し
て
退
散

せ
り
。

本
會
主
催

の
夏
季
講
習
會
は
有

の
如
く
に
し
て
全
く
終
り
を
告
げ
、
豫
期

以
上
の
成
績
を
あ
ぐ
る
こ
と
を
得
た
る
は
、
實
に
本
會
の
光
榮
と
す
る
と

ろ
な
り
、
こ
れ
畢
竟

、
丸
山
河
合
両
氏
の
熱
誠
以
て
本
會
の
た
め
に
つ

く
さ
れ
た

る
賜
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
特
に
丸
山
氏
が
、
會
期
中
病
を
冒

し
て
、

一
日
約
十
時
間

以
上
指
導

の
勞
を
と
ら
れ
、
河
合
氏
が
家
庭

の
去

り
が
た
き
事
故
を
拠

ち
て
本
會

に
臨
席

せ
ら
れ
た
る
が
如
き
、
又
本
部
研

究
生
榎
本
君
が
自
己
の
研
究
の
た
め
に
費
さ
ん
と
す
る
貴
重
な
る
夏
季
休

暇
を
捨

て
、
丸
山
氏
を
援
け
て
會
員

の
指
導
に
盡
さ
れ
し
が
如
き
は
、
本

會
の
最
も
感
謝
す
る
と
こ
ろ
な
り
。　
　

　

　
　

(支
部
委
員
)

　
　
　
　
出
雲
崎
講
習
會
の
記

△
本
年
五
月
初
旬
、
出

雲
崎
尋
常
高

等
小
學
校

々
長
長
谷
川
氏

よ
り

、
水

彩
畫

夏
期

講
習

の
講
師

と
し
て
來
遊

を
促

し
て
來
た

、
本
年
は
日

本
水

彩

畫
會

の
講
習
を
鎌
倉

に
於

て
開
く
事

に
な

つ
て

ゐ
る
の
で
、
謝
絶
し

や
う

と
思

つ
た
が
、
長
谷
川
氏

の
斯
道

に
熱

心
な
る
は

、
其

依
頼
状

の
字

句
に

も
現

は
れ

て
ゐ
る
の
で
、
遂

に
動

か

さ
れ
て
、

八
月

下
旬

一
週
間
で

よ
く

ば
參

上
し

や
う
と

い
ふ
答
を
出
し
た

、
こ
ん
な
譯

で
、

い
よ
い
よ

八
月

二

十

二
日
か
ら

、
越
後

出
雲

崎

に
於

て
水
彩
畫

の
講
習
會

を
開
く
事

に
な

つ

た
。

△
私
は
、
八
月
十
玉
日
鎌
倉
か
ら
歸

つ
て
、
九
月
號
の
『
み
づ

ゑ
』
發
行

の

準
備
を
す
ま
せ
、
二
十

一
日
の
朝
出
發

、
同
夜
柏
崎
に

一
泊
、
翌
日
午
前

出
雲
崎
に
着

い
た
。
會
場
は
町
端
れ
の
高
臺

に
あ
る
學
校
で
、
日
本
海
を

眼
下
に
し
て
眺
望
が
よ
い
、
長
谷
川
氏
の
盡
力
で
凡
て
の
準
備
は
整
頓
し

て
ゐ
た
。

△
出
雲
崎
は
、
北
越
海
岸
に
在

つ
て
可
な
り
の
町
で
あ
る
が
、
如
何
に
も

交
通
が
不
便
で
、
鐵
道
線
路
を
距
る
こ
と
何
處

へ
も
六
七
里
以
上
、
そ
れ

も
砂
濵
又
は
峠
を
扣

へ
て
、
人
力
車
も
二
人
で
な
く
て
は
輓

け
ぬ
處

も
あ

る
、
越
後
は
國

が
廣

い
が
、
か
ゝ
る
不
便
の
地
で
あ
る
か
ら
、
會
員
は
澤

山
は
あ
ま

い
と
思
つ
て
ゐ
た
。

△
然
る
に
。
豫
想
外
に
も
申
込
は
四
十
餘
名
に
達
し
て
ゐ
た
、
會
員
は
、

小
學
教
員
、
師
範
及
中
學
生
等
が
重
で
、
無
論
縣
下
の
人

々
で
あ
る
が
、

他
縣
と
し

て
は
、
岐
阜
か
ら
二
人
、
群
馬
か
ら

一
人
、
秋
田
か
ら

一
人
來

て
ゐ
る
、
そ
の
う
ち
差
支
欠
席
の
人
も
あ
つ
て
、
實
際
席

に
列
し
た
の
は

左

の
諸
氏
で
あ

つ
た
。

　
小
栗
富

三
郎
　
宇
野
泰

吉
　
櫛
淵
雄
須
賀
　
品

田

七

太

郎
　
道
川
謙

　
次
　

永
越
信
次
　
内
藤
鐵
吉
　
細
川
喜

一　

八

田

倭
雄
　

丸

山

徳

三

　
郎

　
岡
村
傳
一

郎
　
樋

口
健
次
　
松
永
龍
三
　
安
達
宗
次
　

庭
山
丑
太

　
郎
　
塚
田
興
司
　
伊
比
見
作
　
横
山
安
明
　
鷲
頭
政

一　

青
柳
清
次

　
小
林
正
平
　
秋
山
順

一　

河
野
保
藏
　
岡
村
順
次
　
小
松
文
吉
　
渡
邊



　
啓
次
　
遠
藤
平

八
郎
　

鷲
頭
新
策
　
高
橋
俊
三
　
片
桐
眞

一
　

山
岸
泰

　
之
助
　
高
橋
浦
次
郎
　
安
達
福
次
　
渡
遇
キ
ク
　
齋
藤
ケ
イ
　
永
原

ヒ

　

デ
　
長
谷
川
善
作
　

阿
部
金
治
　

永
瀧
文

一
郎
　
渡
邊
喜
衛
治

　
　
　
　
以
　
上

△
彌
よ
二
十

二
日
午
前
八
時
か
ら
授
業
を
始
め
た
、
鎌
倉

と
同
じ
く
午
前

一
時
間
講
話
、
三
時
間
静
物
寫

生
、
午
後
は
三
時
よ
り
日
没
迄
戸
外
寫
生

を

や
ら
し
た
、
又
、
夜
の
講
話
も
試
み
た
、
會
員

一
人
の
遅
刻
な
く
、
最

終
迄
欠
席
者
な
か
り
し
は
、
其
熱
心
の
度
を
推
す
る
に
難
く
は
な
い
。

△
静
物
寫

生
の
材
料
は

、
書
物
に
酸
漿
、
南
瓜
、
喬
竹
桃
、
ビ
ー
ル
壜

、

三
脚
に
ス
ケ
ツ
チ
ブ
ツ
ク
、
コ
ツ
プ
に
梨
等
で
、
背
景
の
布
は
多
く
白
を

用

ひ
、
ま
ゝ
海
老
茶
又
は
鼠

の
布
を
用
ひ
た
。

△
戸
外
は
、
諏
訪
紳
社
境
内
、
蛇
崩
海
岸
、
三
角
堂
、
町
裏
海
岸

に
て
親

船
等
を
寫

さ
せ
た
。

△
會
員

の
多
く
は
、
初
め
て
規
則
立

つ
た
寫

生
を
す
る
の
で
、
第

一
日
は

甚
だ
成
績
が
悪
か

つ
た
が
、
翌
日
よ
り
は
著
し
く
進
歩
し
て
、
往
々

優
秀

の
作
を
成
し
た
人
も
あ
る
。
た
ゞ

一
般
に
、
用
具
不
完
全
な
る
た
め
、
其

技

の
見

る
べ
き
も
の
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
其
結

果
の
艮
好
な
ら
ざ
り

し
人

の
あ

つ
た
の
は
惜
し
む
べ
き
で
あ
る
。

△
か
く
て
、

一
週
間
は
夢
の
間
に
過
ぎ
た
。
幸
ひ

に
天
氣
績
き
で
あ

つ
た

し
、
ま
た
絶
え
ず
涼
風
が
吹

い
て
ゐ
た
の
で
、暑
氣
に
苦
し
む
こ
と
な
く
、

二
十
八
日
午
前
、
批
評
を
爲
し
、
同
時
茶
話
會
を
開

い
て
、
正
午
目
出
度

散
會
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
講
習
に
於
て
、
私
は
鎌
倉
以
來

の
疲
勞

の
た

め
、
充
分
の
力
を
盡
す
こ
と
が
出
來
な
か

つ
た
の
は
、遣
憾

に
思
ふ
處
で
、

この
點
は
會
員
諸
君
に
御
詫
を
申
上
げ
、
同
時
に
、
長
谷
川
氏
が
、
卒
先

し
て
熱
心
盡
力

せ
ら
れ
し
御
厚
意
を
謝
し
、
尚
出
雲
崎
町
有
志
が
、
此
講

習
會

に
同
情
を
よ
せ
ら
れ
、
多
大
の
便
宜
を
與

へ
ら
れ
し
こ
と
を
爰

に
深

く
御
禮
申

上
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
汀
　
　
鴎

)

　
　
　
　
蝉

　
時

　
雨

(鎌
倉
)

■
鎌

倉
は

お
初

に
お
目

に
か
ゝ

つ
た
が
失
望

も
し

た
り

満
足
も
し

た
り

、

失
望

は

モ
ッ
ト

よ

い
處

と
思

つ
て

ゐ
た

か
ら
、
満
足

は
講
習

の
面

白
か

つ

た
事

■
白
状

す

る
と
僕

は

こ
れ

で
も
國

で

は
御
自
慢

の
方

で
、
内

心
得
意

で

ゐ
た

が
、
他

の
諸

君

の
繪

を
見

て
少

々
肇

つ
た
、
其

上
講
話

を
き

い
て

見

る
と
、
水

彩
畫

も
中

々
む
つ

か
し

い
も

の
と

い
ふ
こ
と
が
知

れ

て
少
な

か
ら
ず
鼻

柱

を
折

つ
た
■
由
井

ケ
濱

の
寫

生
、
あ
ま
り

早
く
起
き
た

の
で

再
寢

を
し
た
ら

モ
ー
皆

ん

な
が
出

掛
る
處

で
驚

い
た
■

こ
の
朝

の
腹

の
減

つ
た

こ
と

非

常

滅

法

、
時
間

は
ま

だ

八
時
だ

つ
た
が

腹
だ
け
は

三
四
時

間

も

先
走
し

て
ゐ
た
■

ヘ
ト
ヘ
ト

に
な

つ
て
濵

か
ら
宿

へ
歸

つ
た

が

二
十

町

も
あ
る

の
で
更

に
大
凹

み
■

首
ば

か
り
前

へ
出

て
腹

は
脊

に
引
着

い
て

仕
舞

つ
た
、
横

か
ら

見
た
ら

さ
ぞ
妙

だ
ら

う
■

日
は
ぢ
り
ぢ
り

照
り

つ
け

る
、

先
生

の
脚
は
馬

鹿

に
早

い
　

汗
は

タ
ク
タ
ク

一
生

涯
を
通
じ

て
の
大

苦

し
み
だ
■

ま

さ
か
■
ね
む

い
ね
む
い
こ
の
頃

の
眠
さ
は

曾

て
覺

え

が
な

い

■

あ
ま
り
夜

更

し

を
す

る

か
ら

よ
■

不
圖
眼

を
さ
ま

す

と
皆

起

き

て

ゐ

る
、

寝
て

ゐ
る

の
は

二
三
人
だ
、
向

ふ

の
二
階

に
先
生

が
起

つ
て
こ

つ
ち

を
見

て
ゐ

る
、
極

ま
り

の
悪

い
事
絶

頂
だ
■

誰
れ
だ

か

一
寸
顔

を
出
し
た

が
直

ぐ
夜

具

を
冠

つ
て
、
仕
舞

つ
て
、
其

儘
障
子

の
蔭

へ
逃
込

ん
だ
人

も


